
  

2024年度（総合型選抜）AO選抜入学試験  

情報理工学部「ISSE方式」 
 

 
１．実施状況 

⑴ 志願者数、合格者数等 

学科・学域・専攻等  志願者数  最終合格者数 

情報理工学科 23 14 

 

⑵ 本入学試験の目的 

 本入学試験では、本学部のアドミッション・ポリシーをよく理解し、主体的に、かつ 

リーダーシップを持って学業に取り組む能力と意欲を持った学生の獲得を目的としまし

た。 

 

２．試験内容・評価のポイント 

⑴ 書類審査 

書類審査では、提出された出願書類にもとづき、情報科学や情報通信技術への理解・関

心、志望動機、論理的思考能力や英語能力などについて評価しました。今回の入試の合

格者はいずれも非常に目的意識が高く、情報科学や情報通信技術へ高い関心があること

が確認できました。また、自分の考えを論理的に記述する能力やそれを英語で表現する

力を十分に備えていることが確認できました。 

 

⑵ 面接 

英語による面接試験を実施しました。主に、英語能力や論理的思考力、リーダーシップ

などを確認するために、本学部 Information Systems Science and Engineering 

Course （以下、ISSEコース）への入学を希望する理由や、入学後に学びたい分野・テ

ーマ、高校時代に取り組んだ活動内容、卒業後の将来設計などについて尋ねました。合

格者はおおむね、英会話が堪能で英語による面接に対しても不安などを感じる様子は見

受けられませんでした。中には海外での学歴を有する受験生もいましたが、短期滞在以

外は外国で暮らしたことがなく純粋に学校授業のみで英語を学んだと答えた受験生もい

ました。また合格者はいずれも、将来に対するしっかりしたビジョンをもっており、情

報理工学部で学ぶことや留学生と混ざって英語で学ぶことに対しても期待を抱いていま

した。 

 

３．次年度受験生へのアドバイス 

⑴ 全体を通じて 

１）ISSEコースで学ぶためには、「数学の基礎知識」と「高い英語能力」の両方が

必要となります。したがって、入学するまでに以下に示す学力・能力を身に付け

られるよう、日々の学習に取り組んでください（入試の出願要件、合格条件では

ありません）。 

①「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学A・数学B・数学C」で学ぶ数学の知識を習

得していること。 

②英語外部試験において以下のスコアを取得していること。 

・ 実用英語技能検定：準1級以上 

・ TOEFL iBT®テスト：71以上 

・ TOEIC® Listening and Reading テスト：730以上 



  

・ IELTS（Academic Module）：5.5以上 

⑤ Duolingo English Test：95以上 

２）本入試方式で合格し、入学する学生は、学生が自ら問題を発見し解決していく課

題解決型学習（Project-Based Learning）の中でリーダー的な存在になることが

期待されています。日頃から様々な活動においてリーダーシップを発揮できるよ

うに自己研鑽に励んでください。 

 

⑵ 書類審査・面接 

１）書類審査と面接に共通することとして、情報通信技術に関わる学問分野に、幅広

く、強い関心・興味を持っていることが重要です。情報通信分野について日頃か

ら興味を持ち、新聞記事や海外のICT関連ニュースに触れ、ISSEコースで学ぶ

目的意識を高め、将来どのようなことに携わりたいのか、そのためにどのような

ことを学びたいのか、といったことについて自分なりにしっかり考えるようにし

てください。 

２）書類審査では、しっかりとした論理的な文章を英語で書けることが求められま

す。与えられた題目に対して、自分の考えをよく練り、指定された単語数の中で

いかにわかりやすくまとめるかが重要です。ISSEコースの学びは、前述の通り

すべて英語になるため、様々な科目において英語の文章能力が要求されます。英

語で論理的な文章を書く能力が非常に重要です。日頃から、ICT関連の記事やニ

ュースについて、自分の意見を、ポイントを押えて英語の文章としてまとめる練

習を繰り返すといいでしょう。 

３）これまでの面接では多くの受験生は英語能力がおおむね高く、しっかりと受け答

えができていました。面接官が言っていることを理解し、その場で自分の考えを

まとめて答えるという、基本的な対話能力が面接では必要とされます。これは大

学における学びにも通じるものであり、非常に重要な能力です。予め想定した質

問に対して答えるといった面接対策の練習をするのではなく、様々な状況におい

て常に自分の考えをまとめ、それを英語で表現する能力を高めるようにしてくだ

さい。 

 

以上 


